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２
０
１
７
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
お
ん
な
城
主 

直
虎
」
で
主
人
公
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
の
は
、井
伊
直
虎
（
次
郎
法

師
）
と
い
う
人
物
で
す
。

戦
国
時
代
の
井
伊
氏
は
、
遠

と
お
と
う
み
の
く
に

江
国
引い

な

佐さ

郡
井い

伊い
の
や谷

（
現
・
静
岡
県
浜
松
市
北
区
引
佐
町

井
伊
谷
）
周
辺
の
領
主
で
、
戦
国
大
名
・
今

川
氏
の
配
下
に
あ
っ
た
「
国く

に

衆し
ゅ
う」
と
呼
ば

れ
る
立
場
の
小
勢
力
で
し
た
。
そ
の
中
で

も
直
虎
は
、
井
伊
家
の
歴
史
の
中
で
も
あ

ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

な
ぜ
な
ら
ば
、「
直
虎
」
ま
た
は
「
次
郎

法
師
」
に
関
わ
る
直
接
的
な
史
料
は
、
全

国
で
も
10
点
程
度
と
ご
く
わ
ず
か
し
か
存

在
し
な
い
か
ら
で
す
。
ま
た
、「
直
虎
」
と

い
う
名
が
署
名
さ
れ
、
花か

押お
う

が
す
え
ら
れ

た
文
書
は
そ
の
中
で
も
１
点
し
か
残
っ
て

い
ま
せ
ん
。
直
虎
の
生
年
は
不
詳
で
、
後

述
す
る
「
井
伊
家
伝
記
」
に
よ
れ
ば
、
天

正
10
年
（
１
５
８
２
）
に
死
去
し
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
断
片
的
に
残
る
戦
国
時
代

の
史
料
か
ら
、
当
時
の
井
伊
家
の
人
物
と

し
て
見
つ
か
る
「
次
郎
法
師
」
と
「
直
虎
」

は
、
同
一
人
物
で
あ
る
と
従
来
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

次
郎
法
師
に
つ
い
て
、
最
も
詳
し
い
情

報
を
有
す
る
の
が
「
井
伊
家
伝
記
」
と
い

う
書
物
で
す
。
こ
れ
は
、
時
代
は
下
っ
て

江
戸
時
代
の
享
保
15
年
（
１
７
３
０
）
に
成

立
し
た
も
の
で
、
著
者
は
井
伊
谷
龍り

ょ
う

潭た
ん

寺じ

（
現
・
静
岡
県
浜
松
市
）
の
住
職
・
祖そ

山ざ
ん

で
す
。

同
書
で
は
次
郎
法
師
に
つ
い
て
、「
井
伊

信し
な
の
の
か
み

濃
守
直な

お
も
り盛
公
息
女
次
郎
法
師
遁と

ん
せ
い世
の
事

并な
ら
び
に

次
郎
法
師
と
申

も
う
す

名な

の
事
」

の
箇
所
に
詳
し
く
記
さ
れ
て

い
ま
す
（
写
真
）。

こ
こ
で
は
、「
備
中
」・「
次

郎
」
と
い
う
名
は
、井
伊
家
惣そ

う

領り
ょ
うの

名
で
あ
り
、次
郎
法
師
は

女
で
は
あ
る
が
井
伊
家
惣
領

に
生
ま
れ
た
の
で
、僧
と
俗
の

名
を
兼
ね
て
「
次
郎
法
師
」
と

南な
ん
け
い渓
和お

尚し
ょ
う（

龍
潭
寺
住
職
）
が
お

つ
け
に
な
っ
た
名
で
あ
る
、と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、井

伊
直な

お
ち
か親（

次
郎
法
師
の
婚
約
者
、直

政
の
父
）
が
今
川
家
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ

た
後
、（
跡
を
継
ぐ
は
ず
の
）
直
政
が
ま
だ
幼

か
っ
た
た
め
、
次
郎
法
師
は
「
地
頭
職
」、

つ
ま
り
井
伊
氏
領
の
領
主
に
な
っ
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

井
伊
直
盛
の
娘
が
「
次
郎
法
師
」
で
あ

る
、
す
な
わ
ち
「
次
郎
法
師
」
が
女
性
で

あ
る
と
の
説
は
、
こ
の
史
料
の
記
述
か
ら

き
て
い
ま
す
。
以
後
、
江
戸
幕
府
・
彦
根

藩
の
史
料
に
も
、
こ
の
説
が
継
承
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

た
だ
し
、「
井

伊
家
伝
記
」
は
直

虎
（
次
郎
法
師
）
が

没
し
た
と
さ
れ
る

年
代
よ
り
１
５
０

年
後
の
史
料
で
あ

り
、
戦
国
時
代
当

時
の
史
料
で
は
な

い
た
め
、
そ
の
内

容
を
そ
の
ま
ま
信

用
す
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
近
年
の
研
究

で
は
「
井
伊
家
伝
記
」
は
、
筆
者
の
祖
山

が
龍
潭
寺
と
井
伊
家
と
の
密
接
な
関
係
を

主
張
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
、
内

容
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
必
要
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
直
虎
（
次
郎
法
師
）
の
性
別

や
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
不

確
か
な
こ
と
が
多
く
、
新
史
料
の
発
掘
と

と
も
に
、
継
続
し
た
研
究
が
今
後
も
必
要

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
井
伊
氏
苦
難
の

時
代
を
支
え
た
人
物
が
居
た
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

直
虎
（
次
郎
法
師
）
が
養
い
育
て
た
と
さ

れ
る
直
政
が
徳
川
家
康
に
仕
官
し
、
武
功

を
積
み
重
ね
て
ゆ
く
こ
と
で
、
天
下
が
統

一
さ
れ
、
彦
根
藩
井
伊
家
創
設
と
江
戸
時

代
２
５
０
年
間
の
繁
栄
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
で
す
。

(

彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

青
木
俊
郎)

次じ

郎ろ
う

法
師
と
直な

お
と
ら虎

、
そ
し
て
直な

お
ま
さ政

。　

―
「
井
伊
家
伝
記
」
を
読
む
―

写
真
の
作
品
は
、
彦
根
城
博
物
館
特
別

展
「
戦
国
！
井
伊
直
虎
か
ら
直
政
へ
」

で
、
11
月
28
日
㈫
ま
で
展
示
し
ま
す
。

（
期
間
中
無
休
）

▲写真　「井伊家伝記」の次郎法師について記した部分

10 月 21 日㈯〜 11 月 28 日㈫
国宝・彦根城築城 410 年祭関連事業
2017 年ＮＨＫ大河ドラマ「おんな城主 直虎」特別展

「戦国！ 井伊直
な お と ら

虎から直
な お ま さ

政へ」

場所・問い合わせ先　彦根城博物館☎ 22-6100、FAX22-6520、ホームページ http://hikone-castle-museum.jp/　　
　開館時間　8：30 〜 17：00（入館は 16：30 まで）

　観覧料　一般 500 円、小・中学生 250 円 休館日のお知らせ　11月 29日㈬〜 12月 7日㈭

▲世継（よつぎ）観音像
　井伊谷・龍潭寺

▶︎
孔
雀
尾
具
足（
く
じ
ゃ
く
お
ぐ
そ
く
）陣
羽
織

　
長
岡
市
与
板
歴
史
民
俗
資
料
館

▲井伊直虎･関口氏経(うじつね)連署状(れんしょじょう)蜂前神社所蔵、
　浜松市博物館保管　※展示期間：10月21日㈯〜11月9日㈭▲青葉の笛　寺野六所神社

休
日
急
病
診
療
所
の
運
営
と

救
急
医
療
体
制
の
充
実

休
日
急
病
診
療
所
（
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
）
は
、
１
次
救
急
の
医

療
機
関
と
し
て
軽
度
の
症
状
の
患
者

を
対
象
に
内
科
・
小
児
科
の
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
重
症
の
恐
れ
や
検

査
・
入
院
が
必
要
な
場
合
は
、
同
敷

地
内
の
市
立
病
院
を
紹
介
す
る
な
ど

医
療
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

小
児
救
急
で
は
市
立
病
院
が
救
急
体

制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
高
度
な
医
療
を
行
う
２
次

救
急
医
療
体
制
と
し
て
、市
立
病
院
、

彦
根
中
央
病
院
、
豊
郷
病
院
、
友
仁

山
崎
病
院
が
当
番
制
で
医
療
体
制
を

確
立
し
て
い
ま
す
。

周
産
期
医
療
体
制
の
確
立

市
立
病
院
で
は
、
湖
東
保
健
医
療

圏
の
中
核
病
院
と
し
て
、
ハ
イ
リ
ス

ク
分
娩
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
産

婦
人
科
診
療
体
制
の
充
実
・
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
、
医
師
に
よ

る
分
娩
が
本
格
的
に
再
開
し
ま
し

た
。
今
後
、
小
児
科
そ
の
他
の
関
係

診
療
科
と
連
携
を
深
め
、
母
子
と
も

に
安
心
・
安
全
な
周
産
期
医
療
体
制

の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

医
療
福
祉
推
進
セ
ン
タ
ー
の
運
営

湖
東
地
域
の
医
療
福
祉
の
拠
点
と

し
て
、
ど
ん
な
時
も
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

在
宅
で
の
医
療
や
看
取
り
、
介
護

に
つ
い
て
の
情
報
発
信
や
医
療
機
器

の
貸
出
、
地
域
の
医
療
と
介
護
の
連

携
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

消
防
・
救
急
業
務

消
防
で
は
火
災
や
救
助
な
ど
へ
の

消
防
体
制
の
強
化
を
図
り
、
よ
り
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

救
急
で
は
、
緊
急
を
要
す
る
傷
病

者
に
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
体
制
を

目
指
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
☎

24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲 

良 

町
、

多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

▲休日急病診療所は、くすのきセン
ター（市立病院敷地内）の 1階です

戦国時代、男の名で家督を継いだ井伊直虎の波瀾に満ちた生涯を軸に、駿河の今川、甲斐の武田、
尾張の織田、三河の徳川らの大国に囲まれた遠

とおとうみ

江の領主・井伊氏が、繰り返される謀略や戦いの中
でいかに乱世を生き延びたのか、同時代に生きた戦国武将や周辺の人物を通して浮き彫りにします。

また、直虎に養育され、徳川家康の家臣となった井伊直政は、小牧・長久手の戦いや関ヶ原の戦
いなどで武功をあげ、のちに「徳川四天王」と称されるほど、家康の天下統一事業に重要な役割を
果たしました。直政の彦根藩井伊家創設に至る道程を、井伊家に受け継がれた貴重な美術品・古文
書などから紹介します。

第 1章　動乱を超えて　～東海の戦国大名と井伊氏～
第 2章　遠江の雄　～井

い い

伊谷
のや

の領主として～
第 3章　徳川家康と四天王
第 4章　遠江から近江へ　～直政、彦根藩創設への道程～


